
1.地震発生後の避難・行動の流れ

緊急地震
速報!!

揺れた

揺れが
収まった

まずは身の安全
・頭を守り、揺れが収まるまで待つ

・安全に消せる場合は火を消す
・各具の転倒や落下、ガラスの破片などに注意

状況確認・連絡
・けがをしないように靴やスリッパをはく
・家族の安否、家屋の被害状況の確認
・出口の確保
・ガスの元栓閉め・電気ブレーカーを切る
・ラジオ、スマートフォン等で災害状況把握
・非常持ち出し品を準備

災害の危険解消
危険がない場合、自宅で避難生活を!
避難所は、不特定多数の方が避難生活を送るため、環境の変化
とともに大きな負担がかかることが想定されます。
火災や家屋倒壊などの危険がない場合は自宅で避難生活を続け
る「在宅避難」を考えましょう。
その際は、下記のことを心掛けましょう。

避難先へ安全に避難するための６つのポイント

在宅避難 避難先へ

〇 ×

自宅での滞在が可能か

黄色の布
を揚げる



2.避難行動・防災マップ

土砂災害特別警戒区域

は土砂災害特別警戒区域で、二次災害の危険があるため
通行を避けて、避難してください。

気を付けて！
1.空き家
耐火性が低いと倒壊しやすく、
無人のため火災延焼の危険あり
2.古いブロック塀：石垣
大きな地震では倒壊する危険が
あるため、近づかない。
3.狭い道
近くの家が倒壊した時、道を塞
がれて通りにくくなる可能性有
4.電線
切れた電線は停電時でも関電の
危険があるので、絶対に近づか
ない



3.安否確認
無事の「黄色のタオル」を揚げましょう。
大きく見脱黄色いものなら、タオル、Tシャル、布、黄色のごみ
ビニール袋でも構いません。外から見える位置に揚げ、安全を
知らせてください。

例えば、自宅の玄関先の形状に合わせて、門扉に掛けたり、
郵便受けに挟んだりして、外から見てわかりやすい場所に掲げ
てください。

外から安全を確認できれば、次の家屋を確認できる分、早く
多くの人の救助に向かうことができるため、ご協力をお願いし
ます。



4.被災者の救出活動
地震発生時には消防等の防災関係機関だけでは十分な対応が
出来ない可能性があるため、近隣住民が協力して救出・救助に
あってください。

火災・下敷き者発見

近隣の助けを呼ぶ

初期消火/救助

消防書等による
救護活動
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5.災害伝言ダイヤルの使い方

体験が出来ます
・毎月１日、１５日
・防災週間 ８月３０日～９月５日
・防災とボランティア週間 １月１７日～１月２１日
・正月三が日 １月１日～３日

※Web171も有ります。詳細は総務省HPをご参照ください。


